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                                       筆圧が高く書字の乱雑さが目立っ   宿題が負担になっていたようだが                            

寒さも本格的になるこの季節、受験生にとってはいよいよラストスパートを   ていたが、2B→HB に変えてみたら  自分から「バリエーションを増やし 

迎える時期ですね。Lead の生徒さんの中には、一足先に大学進学が決まった   きれいに書けるようになった。鉛筆を てくれたら頑張る」と提案してくれ 

人もいます。しっかり時間をかけて準備してきていた生徒さんだったので、そ   自分の筆圧に合わせて変えることも  た。言葉で自己主張できるように 

の努力に敬意を表したいですし、自分の進みたい道を着実に切り開いていく姿    大切なのだと気付かされた。     なったことに成長を感じた。 

には力強いエネルギーを感じます。ぜひ大学でも自分の学びたいことを極めて         （小 5）              （中 1） 

社会に羽ばたいていってほしいですね。 

 

 さて、月例の Lead 授業報告会が先日行われました。1 対 1 の個別の授業を 

それぞれ行っているため、教師は通常他の授業の様子を見ることができません。  自閉症で以前は意思疎通がかなり難  英語が苦手な生徒さん。ネットの 

こうした報告会で様々な指導スキルを学んだり、生徒さんたちの成長を垣間見   しかったが、最近は表情や反応で大分 映像授業が合っているようでそこで 

れることは、私たち教師にとって非常に勉強となり有意義な、また勇気づけら   コミュニケーションがとれてきている。学んだ英語を Lead授業で積極的 

れる機会となっています。今回の報告会でも活発な意見交換が行われました。   数年かけて信頼関係が少しずつ築け  に使うようになった。動画だと頭 

                                       てきたような気がする。       に入りやすいようだ。 

 発達支援の必要な子どもたちへの配慮の仕方や学習面でのちょっとした工夫         （小 3）              （高 1） 

は、実はすべての子どもたちにとって効果的なサポートであると思います。障 

害のあるなしにかかわらず、一人ひとりのニーズに合わせて教育を行うことが          一般財団法人 学習能力開発財団 Lead 

当たり前の世の中になっていくといいですね。これからも授業での気づきを通     仙台市定禅寺通りにある、特別なニーズに対応する学習支援団体です。 

して、よりよい教育サポートのあり方を模索してまいります。そして、子ども     発達障害のあるお子さまへの学習支援を行っています。アセスメントの 

たちが生きやすくなる世の中を Lead していく存在の一つになれたら、これほ     ための授業など、お問い合わせはお気軽にこちらまで・・・ 

ど嬉しいことはありません。寒さも吹き飛ばす熱さでまいります。            電話：0120-001-296    メール：info@lead.or.jp 


